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白金錯化合物の cis-diamminedichloroplatinum (Ⅱ) シスプラチン：CDDP は、癌の治療に著効を
示し、広い抗癌スペクトルを持つ。このように癌治療に向けた金属製剤の開発が進む一方で、重金属
中毒に対する解毒薬の開発も重視されている。Meso-2,3-dimercaptosuccinic acid (DMSA) は毒性が
少ないこと、経口投与が可能なことから、重金属中毒の解毒薬として FDA で認可され、国内でも用
いられている。それに対して、2.3-dimercapto-1-propanesulfonic acid (DMPS) は強力な解毒作用を
有するが、FDA 未承認であり、水溶性が強く血液脳関門を通過しない点が DMSA と異なる。これま
でに我々は、DMPS が CDDP の抗腫瘍効果に対して、特異的な至適投与量において延命効果を促進




るために以下の実験を行った。腎機能障害を BUN(blood urea nitrogen)を用いて、血漿と腎における
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 結果の要旨       
 















嘔吐作用についての検証では、DMPS は有意に嘔吐現象を抑制した。3）一般成人に換算すると 70 ㎎/m2
弱の量である。4）腎機能の評価は、明らかな変化を認めた BUN を含め、アポトーシス、トランスポータ
ーの発現と総合的に評価した、との回答があり、その他の質問や口頭試問に対しても妥当な回答が得られ
た。また、論文タイトル、英文構成や表現、図表の表記・説明などに対して改善点が指摘され、それらに
ついても訂正および追加を行い、論文を修正した。 
以上の結果より、本研究で得られた知見は今後の歯学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授
与に値するものと判定した。 
